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(57)【要約】
【課題】  塗り材で形成される塗布層の光触媒機能が高
い建築物内装壁の仕上げ塗り材を提供する。
【解決手段】  建築物内装基材４上に仕上げ塗りにより
内装壁２を形成させた建築物内装において、内装壁２の
表面側に配置される表面層１２と、前記表面層１２の背
面側に配置される下塗り層１０との二層構造に内装壁２
を形成させる建築物内装壁の仕上げ塗り材であって、表
面層１２用の塗り材と下塗り層１０用の塗り材とからな
り、表面層１２用の塗り材中に、表面をペルオキソ基で
修飾したアナターゼ型の分散性酸化チタンが０．０１か
ら０．１質量％未満配合されてなる建築物内装壁の仕上
げ塗り材とする。
【選択図】  図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
建築物内装基材表面に塗布して表面層を形成する建築物内装壁の仕上げ塗り材であって、
前記仕上げ塗り材中に、表面をペルオキソ基で修飾したアナターゼ型の分散性酸化チタン
が０．０１から０．１質量％未満配合されてなる建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項２】
分散性酸化チタンの平均粒径が５～１０ｎｍである請求項１に記載の建築物内装壁の仕上
げ塗り材。
【請求項３】
仕上げ塗り材に含まれるバインダーが水酸化カルシウムである請求項１又は２に記載の建
築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項４】
建築物内装基材表面に積層する下塗り層と、その上に積層する表面層とからなる建築物内
装壁の仕上げ塗り材であって、表面層用の塗り材と下塗り層用の塗り材とからなり、表面
層用の塗り材中に、表面をペルオキソ基で修飾したアナターゼ型の分散性酸化チタンが０
．０１から０．１質量％未満配合されてなり、下塗り層用の塗り材中に無機多孔質体が配
合されてなる建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項５】
分散性酸化チタンの平均粒径が５～１０ｎｍである請求項４に記載の建築物内装壁の仕上
げ塗り材。
【請求項６】
仕上げ塗り材に含まれるバインダーが水酸化カルシウムである請求項４又は５に記載の建
築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項７】
下塗り層用の塗り材中の無機多孔質体含有量が３０～５０質量％である請求項４乃至６の
何れかに記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項８】
無機多孔質体が、珪藻土をその類に含む天然土類、シリカゲル、シリカバルーンをその類
に含む合成シリカ類、火山灰、火山礫粉をその類に含む火山噴出物類、木炭、竹炭、活性
炭をその類に含む炭類、並びに、ホタテ貝殻粉、カキ貝殻粉をその類に含む貝殻類から１
種又は複数種を配合してなる粒子であり、その粒度が０．０１～４．０ｍｍである請求項
４乃至７の何れかに記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項９】
下塗り層用の塗り材に含まれるバインダーが水酸化カルシウムである請求項４乃至８の何
れかに記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【請求項１０】
無機多孔質体が配合された下塗り層用の塗り材で形成された下塗り層と、前記下塗り層の
上に、表面をペルオキソ基で修飾したアナターゼ型の分散性酸化チタンが０．０１から０
．１質量％未満配合された表面層用の塗り材が塗り重ねられて形成された表面層との二層
構造からなる建築物内装壁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、分散性酸化チタンを含有する建築物内装壁及びその仕上げ塗り材に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来、建築物内装における塗り材としては、漆喰壁、土壁などの内装壁形成用塗り材が
古くから用いられ、昨今は漆喰壁に似せた漆喰調、土壁に似せた土壁調といわれる塗り材
が広く用いられている。
【０００３】
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  この建築物内装における塗り材としての漆喰壁、土壁形成用塗り材や、漆喰調、土壁調
といわれる塗り材は、日本人になじみ深い内装の塗り材である。この塗り材で形成される
塗布層(内装壁)は、呼吸機能はあるが、湿度をコントロールする調湿機能はない。又、漆
喰壁、土壁などの施工においては、天候により塗り材の調合を変えることがあり、仕上り
の良否は職人の経験に負うところが多い。
【０００４】
  最近では、調湿機能を持つと共に施工性を安定させた塗り材が開発されている(例えば
、特許文献１参照)。特許文献１には、塗り材中に無機多孔質体を配合して調湿機能を持
たせると共に酸化チタンを配合して光触媒機能を持たせた塗り材が開示されている。
【０００５】
  更に、特許文献１には酸化チタンを、表面層と下塗り層との二層構造からなる内装壁の
表面層形成用の塗り材中に配合することが好ましいことも開示されている。しかし、形成
される内装壁の光触媒機能は、なお不充分である。
【特許文献１】特開２００２－１１４５５７号公報（特許請求の範囲、段落番号［０００
９］～［００１１］、［００２７］～［００２８］）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
  本発明者は、上記の課題を解決するため検討を重ねているうち、塗り材中に配合する酸
化チタンに、塗り材中の水分に均一に分散又は溶解している酸化チタン(分散性酸化チタ
ン)を用いることにより、この塗り材で形成される内装壁は光触媒機能が高くなることを
見出した。
【０００７】
  本発明者は、この現象を詳細に検討した結果、塗り材中の水分は乾燥過程において、塗
り材で形成された内装壁の表面に移動して蒸発するが、その蒸発時に水分に分散又は溶解
していた酸化チタンは内装壁の表面に置き去りにされてしまう。即ち、極微細な分散性成
分である酸化チタンは内装壁の表面に濃縮される。そのため、塗り材中に均一に分散して
いる光触媒用分散性酸化チタンは、塗り材の乾燥過程において内装壁の表面に多量に固定
できる。その結果、この内装壁は光触媒機能が高くなることを見出した。
【０００８】
  即ち、本発明において表面層は内側から外側にかけて酸化チタン濃度が増加する酸化チ
タン濃度分布を有する。
【０００９】
  一方、分散性酸化チタンとは異なる通常の固体酸化チタンは極めて凝集性が高く、これ
を表面層用塗り材に配合しても、相対的に大きな粒子状を保ち均一に分散しないので、水
分の蒸発によって表面層の表面に移動して濃縮されず、表面層内部に包埋されてしまう。
このため、固体酸化チタンでは光触媒作用の大きい表面層が形成できないことも解った。
【００１０】
  また、建築物の内装基材の上に下塗り層形成用の塗り材で下塗り層を形成し、この下塗
り層の上に表面層形成用の塗り材を薄く重ね塗りして得られる表面層と下塗り層との二層
構造からなる内装壁において、表面層形成用の塗り材中に上記分散性酸化チタンを配合し
、下塗り層形成用の塗り材中に無機多孔質体を配合することにより、得られる内装壁は光
触媒機能が更に高くなるばかりでなく、調湿機能をも併せもつことができることを見出し
、本発明を完成するに至った。
【００１１】
  従って、本発明の目的とするところは、上記の課題を解決した建築物内装壁及びその仕
上げ塗り材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
  上記課題を解決する本発明は、以下に記載するものである。
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【００１３】
  〔１〕  建築物内装基材表面に塗布して表面層を形成する建築物内装壁の仕上げ塗り材
であって、前記仕上げ塗り材中に、表面をペルオキソ基で修飾したアナターゼ型の分散性
酸化チタンが０．０１から０．１質量％未満配合されてなる建築物内装壁の仕上げ塗り材
。
【００１４】
  〔２〕  分散性酸化チタンの平均粒径が５～１０ｎｍである〔１〕に記載の建築物内装
壁の仕上げ塗り材。
【００１５】
  〔３〕  仕上げ塗り材に含まれるバインダーが水酸化カルシウムである〔１〕又は〔２
〕に記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【００１６】
  〔４〕  建築物内装基材表面に積層する下塗り層と、その上に積層する表面層とからな
る建築物内装壁の仕上げ塗り材であって、表面層用の塗り材と下塗り層用の塗り材とから
なり、表面層用の塗り材中に、表面をペルオキソ基で修飾したアナターゼ型の分散性酸化
チタンが０．０１から０．１質量％未満配合されてなり、下塗り層用の塗り材中に無機多
孔質体が配合されてなる建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【００１７】
  〔５〕  分散性酸化チタンの平均粒径が５～１０ｎｍである〔４〕に記載の建築物内装
壁の仕上げ塗り材。
【００１８】
  〔６〕  仕上げ塗り材に含まれるバインダーが水酸化カルシウムである〔４〕又は〔５
〕に記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【００１９】
  〔７〕  下塗り層用の塗り材中の無機多孔質体含有量が３０～５０質量％である〔４〕
乃至〔６〕の何れかに記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【００２０】
  〔８〕  無機多孔質体が、珪藻土をその類に含む天然土類、シリカゲル、シリカバルー
ンをその類に含む合成シリカ類、火山灰、火山礫粉をその類に含む火山噴出物類、木炭、
竹炭、活性炭をその類に含む炭類、並びに、ホタテ貝殻粉、カキ貝殻粉をその類に含む貝
殻類から１種又は複数種を配合してなる粒子であり、その粒度が０．０１～４．０ｍｍで
ある〔４〕乃至〔７〕の何れかに記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【００２１】
  〔９〕  下塗り層用の塗り材に含まれるバインダーが水酸化カルシウムである〔４〕乃
至〔８〕の何れかに記載の建築物内装壁の仕上げ塗り材。
【００２２】
  〔１０〕  無機多孔質体が配合された下塗り層用の塗り材で形成された下塗り層と、前
記下塗り層の上に、表面をペルオキソ基で修飾したアナターゼ型の分散性酸化チタンが０
．０１から０．１質量％未満配合された表面層用の塗り材が塗り重ねられて形成された表
面層との二層構造からなる建築物内装壁。
【発明の効果】
【００２３】
  本発明の建築物内装壁の仕上げ塗り材は、表面層用の塗り材中に分散性酸化チタンが配
合されてなるので、この仕上げ塗り材で形成される建築物内装壁は、揮発性有機化合物(
ＶＯＣ)のホルムアルデヒドや他のＶＯＣも吸着し、光触媒層で酸化分解することにより
、シックハウス、シックビル、シックスクール症候群や化学物質過敏症等の対策に有効で
ある。
【００２４】
  また、上記構成に加え、下塗り層用の塗り材中に無機多孔質体が配合された塗り材とし
た場合、この仕上げ塗り材で形成される建築物内装壁は、上記光触媒機能を有すると共に
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、室内湿度をコントロールする調湿機能をも有する。この室内湿度をコントロールするこ
とで、結露が起こりにくくなり、カビの発生、ダニの発生を抑制し、ダニが原因といわれ
るアトピー性皮膚炎等の対策に有効である。
【００２５】
  上記の機能により、室内空間の清浄化による健康住宅を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
  以下、本発明を図面を参照して説明する。
【００２７】
  図１は、建築物の内装基材の上に本発明の仕上げ塗り材で形成させた内装壁の一例を示
す概略断面図である。
【００２８】
  図１において２は内装壁であり、建築物の内装基材４の躯体６表面に形成された施工下
地８(本例ではセメントモルタル下地)の上に本発明の仕上げ塗り材が塗布されて形成され
てなる。更に具体的には内装壁２は、上記セメントモルタル下地８の上に下塗り層形成用
の塗り材で下塗り層１０を形成し、この下塗り層１０の上に表面層形成用の塗り材を薄く
重ね塗りして得られる表面層１２と下塗り層１０との二層構造からなる。
【００２９】
  表面層１２用の塗り材中には、上述した分散性酸化チタンが０．０１から０．１質量％
未満、好ましくは０．０２～０．０９質量％配合されている。この分散性酸化チタンは、
塗り材中の水分に均一に分散又は溶解している酸化チタンであり、表面をペルオキソ基で
修飾したアナターゼ型の酸化チタンである。この表面をペルオキソ基で修飾したアナター
ゼ型の酸化チタンは、例えば特許第２８７５９９３号公報に開示されたものを用いること
ができる。分散性酸化チタンの平均粒径は５～１０ｎｍが好ましい。
【００３０】
  従来の酸化チタン粉末は、水に分散されておらず固体状である。この点で分散性酸化チ
タンと明確に相違し、光触媒機能面でも分散性酸化チタンとの間に優位差がある。
【００３１】
  下塗り層１０用の塗り材中には無機多孔質体が配合されていることが好ましい。この無
機多孔質体は、調湿機能を持つ材料であり、具体的には孔径１μｍ以下、より好ましくは
１０-3～１μｍの微細な細孔を有する又は細孔に覆われた多孔質体である。
【００３２】
  本例において、調湿機能とは、室内の湿度が高いと湿気を吸収し、湿度が低いと湿気を
吐き出し、室内の湿度を６０～６５％に保とうとする機能のことで、吸放湿性ともいう。
ここでいう微細な孔に入る湿気とは水蒸気(ガス)であり、液水ではない。
【００３３】
  この微細な細孔を有する又は細孔に覆われた無機多孔質体としては、珪藻土、をその類
に含む天然土類、ゼオライト、モンモリロナイトをその類に含む粘土質類、合成シリカ類
、シリカゲル、シリカバルーンをその類に含む合成シリカ類、木炭粉、竹炭粉、活性炭粉
、石炭粉、コークス粉をその類に含む炭類、ホタテ貝殻粉、カキ貝殻粉、ツボ貝殻粉、ホ
ッキ貝殻粉をその類に含む貝殻類、パーライト粉、並びに、フライアッシュから１種又は
複数種を配合してなる粒子を用いることが出来る。その粒度は０．０１～４．０ｍｍが好
ましい。
【００３４】
  この微細な細孔を有する又は細孔に覆われた無機多孔質体は、調湿機能を有すると共に
揮発性有機化合物(ＶＯＣ)のホルムアルデヒドや他のＶＯＣも吸着する機能を有する。
【００３５】
  本例において、無機多孔質体が配合された塗り材で形成された下塗り層１０の上に、光
触媒用分散性酸化チタンが配合された表面層用塗り材が塗り重ねられて二層構造の内装壁
２が形成されている。この内装壁２は、多孔質体を配合した下塗り層用塗り材を塗布し、



(6) JP 2008-38365 A 2008.2.21

10

20

30

40

50

下塗り層１０が湿っているうちに酸化チタンを配合した表面層用塗り材を薄く塗り重ねる
ことで、下塗り層１０と表面層１２とが強固に接着された一体の二層構造とすることがで
きる。
【００３６】
  表面層１２用の塗り材中や下塗り層１０用の塗り材中にはバインダー(固結材)が配合さ
れていることが好ましく、そのバインダーとしては、セメント類(ポルトランドセメント
、白色ポルトランドセメント等)、硫酸カルシウム(石膏)類(α型石膏、β型石膏等)、水
酸化カルシウム類(消石灰、ドロマイトプラスター等)、合成樹脂類(アクリル酸エステル
、エチレン酢酸ビニール等)、糊材類(海藻糊、メチルセルロース等)等を用いることがで
きる。
【００３７】
  これらバインダーのうちでも、以下の理由から気硬性である水酸化カルシウム(消石灰)
がより好ましい。
【００３８】
  水酸化カルシウムは、例えば石灰岩を焼成(好ましい焼成温度は比較的低温の８００～
１２００℃)して生石灰にした後、この生石灰を消化することにより得ることができる。
このようにして得られた水酸化カルシウムは、空気中の炭酸ガス(ＣＯ2)と接触して炭酸
カルシウムとなり強固な内装壁を形成する。
【００３９】
  水酸化カルシウムをバインダーとすることで、練り水に溶けた水酸化カルシウム等の成
分は乾燥が進む過程で内装壁表面に移動し、空気中の炭酸ガスに接触して炭酸カルシウム
に変化する。特に、塗り厚の薄い表面層１２においては、分散性酸化チタンと同様にバイ
ンダーも乾燥過程で表面層１２表面に集まり固定されることになる。
【００４０】
  セメント類、硫酸カルシウム類は水硬性であり、バインダーとして使用できる。但し、
水酸化カルシウムと比較すると、気象条件(温度、湿度等)、練り水の温度などにより硬化
時間や内装壁強度が不安定となる。特に硫酸カルシウム類は硬化遅延剤の配合が微妙で硬
化不良は避けることが出来ない不利な点もある。
【００４１】
  上述したように、バインダーとしては合成樹脂類、糊材類を用いることもできる。この
合成樹脂類、糊材類は有機化合物であり、エマルジョンや再乳化樹脂として用いられるも
のが好ましい。なお、合成樹脂類、糊材類は、酸化チタンによる酸化・分解による劣化が
懸念されるので、補助的な使用にとどめることが好ましい。
【００４２】
  塗り材を塗布施工する際には、コテ、ローラー、ヘラなどを用い、施工時に内装壁表面
を押さえるように動かすことにより、内装壁表面に酸化チタンが移動することが確認され
ている。
【００４３】
  下塗り層用塗り材、表面層用塗り材は、無機水性顔料等の無機顔料を添加することで着
色することも可能である。
【００４４】
  下塗り層、表面層は、それぞれ単独仕上げも可能であり、下塗り層専用塗り材、表面層
専用塗り材というように、施工目的により用途拡大が見込まれる。
【００４５】
  下塗り層用塗り材及び表面層用塗り材は、各容器の中でハンドミキサーなどを使い練り
上げる。この練り上げたものを、建築物の内装基材４の躯体６表面に形成された施工下地
８の上にコテ塗り、吹付け塗装、ローラー塗り、ヘラ塗りなどの施工方法を単独で又は二
種類以上の施工方法を組合せて、下塗り層の上に表面層用塗り材を塗り重ね一体化させ、
乾燥することにより内装壁２が形成される。
【００４６】
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  なお、本例においては施工下地８としてセメントモルタルを使用しているが、セメント
モルタル以外に石膏ボード、ボード用石膏プラスターなどの施工下地も使用できる。
【００４７】
  更に、下塗り層を省略して施工下地に直接表面層用塗り材を塗布しても良い。
【実施例】
【００４８】
  以下、本発明を具体化した実施例について説明する(図１実施例の断面図と、その説明
参照)。
【００４９】
  実施例１～４及び比較例１～３
  下記配合の下塗り層用塗り材、表面層用塗り材を用い、図１の概略断面図に示す内装壁
２を形成させた。
【００５０】
  ＜下塗り層１０用塗り材の配合＞
  ・水酸化カルシウム        ３５質量部
  ・多孔質体*1              ３２質量部
  ・硅砂*2                  ２５．６質量部
  ・無機粉体*3                ７．１質量部
  ・糊材*4                    ０．３質量部
  ・水                      ４５～５５質量部
  ＊１  多孔質体として、ホタテ貝殻微粉末、ホタテ貝殻粒、パーライト粉、シリカゲル
粉を使用
  ＊２  硅砂は、６号、７号を使用
  ＊３  無機粉体は、クレー粉、炭酸カルシウム粉を使用
  ＊４  糊材は、海藻糊、メチルセルロースを使用
  混練りに際し、容器の中で上記下塗り層１０用塗り材をハンドミキサーを使用してスラ
リー状に充分に練り上げた。塗布に際し、施工下地８(本例ではセメントモルタル下地)に
コテを用いて約２ｍｍ厚(図１のＮの寸法)に塗布し、約２０分後コテを用いて下塗り層１
０表面を平滑に整えた。
【００５１】
  ＜表面層１２用塗り材の配合＞
  ・酸化チタン              表１に示す配合量
  ・無機骨材*1              ５５質量部
  ・水酸化カルシウム        １９質量部
  ・多孔質体*2              １５質量部
  ・無機粉体*3                ５．５質量部
  ・糊材*4                    ０．５質量部
  ・水                      適量
  ＊１  無機骨材として、硅砂６号、７号、寒水石粉を使用
  ＊２  多孔質体として、ホタテ貝殻微粉末、パーライト粉、シリカゲル粉を使用
  ＊３  無機粉体は、クレー粉、炭酸カルシウム粉を使用
  ＊４  糊材は、海藻糊、メチルセルロースを使用
  混練りに際し、容器の中で上記表面層１２用塗り材をハンドミキサーを使用してスラリ
ー状に充分に練り上げた。塗布に際し、上記下塗り層１０が湿っているうちにコテを用い
て約０．５ｍｍ厚(図１のＭの寸法)に塗布し、充分にコテ圧をかけて押さえ塗りを行い、
約２０分後コテを用いて表面層１２の表面を平滑に整え乾燥させた。
【００５２】
  ＜調湿試験＞
  基板、厚さ９．５ｍｍの石膏ボード３００×３００ｍｍの３枚に実施例１の配合条件で
下塗り層用塗り材、表面層塗り材を塗布乾燥したものをＪＩＳ Ａ ６９０９に規定する吸
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【００５３】
  ＜試験体＞
  ９．５×３００×３００ｍｍの石膏ボード基板３枚に、それぞれ実施例１の配合条件で
下塗り層塗り材、表面層塗り材を塗布し、１２日間乾燥養生した後、裏面及び四側面をエ
ポキシ樹脂接着剤で塗り包んで作製した。
【００５４】
  測定方法
  ＪＩＳ Ａ ６９０９に規定する吸放湿性試験方法に準じ、温度２３±２℃、湿度９０±
５％で２４時間静置し質量測定後、温度２３±２℃、湿度４５±５％で２４時間静置し質
量測定、これを二回繰返し吸放湿量を測定し、試験体３個の平均値を吸放湿量とした。
【００５５】
  ＜試験結果＞
  試験体３個の吸放湿量の平均値は１９４ｇ／ｍ2であった。なお、ＪＩＳ Ａ ６９０９
に規定する吸放湿量は７０ｇ／ｍ2以上である。
【００５６】
  ＜光触媒機能試験＞
  下塗り層用塗り材は上記条件で配合した。比較例１及び実施例１～４の表面層用塗り材
は、その中に濃度０．８５質量％の酸化チタン分散液を、１、２、３、５、１０質量％に
なるように添加して作製した。比較例２の表面層用塗り材は、粉末酸化チタンの質量％で
２％とし、光触媒機能試験を行った。
【００５７】
  ポリプロピレン板５０×５０ｍｍを基板とし、下塗り層用塗り材に酸化チタンの含有量
を変えた上記表面層用塗り材を塗布、乾燥させたもの各４個を作製し、これをテストピー
スとした。この光触媒機能試験は、光触媒製品技術協議会の定める、光触媒製品性能評価
試験方法ガスバックＢ法により実施した。
【００５８】
  ＜光触媒製品性能評価試験方法ガスバックＢ法＞
  ５リットルテドラーバックに各テストピースを入れ密封し、コックよりアセトアルデヒ
ドガス３リットルを注入し、５時間遮光箱に入れ、ガス濃度(当初ガス濃度)を測定する。
このガス濃度が８０～１００ｐｐｍの範囲内であることを確認する。その後、テストピー
ス４個のうちの２個を遮光箱に入れ、２０時間静置する(暗条件)。この暗条件の２個は、
当初ガス濃度の８０％以上であることを確認する。４個のうちの残り２個については２０
時間紫外線を照射する(紫外線強度１ｍＷ／ｃｍ2、明条件)。
【００５９】
  暗条件、明条件の各検知管によるガス濃度を測定し、アセトアルデヒドガス除去率を次
式
除去率＝(暗条件の平均値－明条件の平均値)／(暗条件の平均値)×１００
により算出した。
【００６０】
  以上の試験結果は表１の通りである。表１の結果に示されるように実施例１～４の条件
において光触媒機能の効果が認められた。
【００６１】
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【表１】

【００６２】
  ＜吸着性・消臭性試験＞
  実施例１の条件で配合して得た下塗り層用塗り材、表面層用塗り材を７５ｍｍφのガラ
スシャーレ内に塗布・乾燥したものをテストピースとした。これを５リットルテドラーバ
ックに各テストピースを入れ密封し、コックより１５ｐｐｍのホルムアルデヒドガス３リ
ットルを注入し、５時間遮光箱に入れ、テドラーバック内のガス濃度を検知管により測定
した。
【００６３】
  以上の試験結果は表２の通りである。表２の結果に示されるように実施例１の条件にお
いて吸着性・消臭性の効果が認められた。
【００６４】

【表２】

【００６５】
  ＜抗菌試験＞
  試験菌
  ・試験菌１ ： 腸管出血性大腸菌(Ｏ１５７)
  ・試験菌２ ： メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(ＭＲＳＡ)
  試験条件
  ・試験体 ： 硬質ポリ塩化ビニル基板(５×５ｃｍ)に上記実施例１の条件で配合して得
た塗り材を塗布したものと、空試験(対照用)として基板のみのもの
  ・光源 ： ブラックライト  １．０ｍＷ／ｃｍ2

  以上の試験結果は表３の通りである。表３の結果に示されるように実施例１の条件にお
いて抗菌性の効果が認められた。
【００６６】
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【表３】

【００６７】
  実施例５～８及び比較例４～６
  下塗り層を設けずに施工下地に直接表面層を形成した以外は、実施例１～４及び比較例
１～３と同様に内装壁を形成させ、光触媒機能試験を行った。
【００６８】
  以上の試験結果は表４の通りである。表４の結果に示されるように実施例５～８の条件
において光触媒機能の効果が認められた。
【００６９】

【表４】

【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】建築物の内装基材の上に本発明の仕上げ塗り材で形成させた内装壁の一例を示す
概略断面図である。
【符号の説明】
【００７１】
  ２    内装壁
  ４    建築物の内装基材
  ６    建築物の内装基材の躯体
  ８    建築物の内装基材の躯体表面に形成された施工下地
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  １０    内装壁の下塗り層
  １２    内装壁の表面層
  Ｍ    表面層の厚さ
  Ｎ    下塗り層の厚さ

【図１】
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